
　

１
９
７
１
年
４
月
に
開
学
し
た
本
学
は
、２
０

２
１
年
４
月
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。
そ
れ

に
先
立
つ
２
０
１
９
年
４
月
入
学
式
に
お
い
て
、

創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
大
綱
を
発
表
し
た
。

　

私
立
学
校
法
改
正
に
伴
い
、
学
校
法
人
の
寄

附
行
為
に
中
期
的
な
計
画
な
ど
の
作
成
が
義
務

付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
学
で
も
次
期
中

長
期
計
画
へ
の
準
備
に
余
念
が
な
い
。

　

２
０
１
０
年
に
10
年
後
の
創
立
50
周
年
の
創

価
大
学
の
姿
を
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
実
績
を

検
証
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
の
議

論
を
重
ね
、「
創
価
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

（
以
下
、
Ｇ
Ｄ
）」
と
し
て
発
表
し
た
。
そ
の
中

で
、
少
子
化・

多
様
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
本

学
が
今
後
も
競
争
的
環
境
下
に
お
い
て
選
ば
れ

る
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
目
標・

計
画

を
戦
略
的
に
示
し
、
創
立
50
周
年
に
向
け
た
大

学
像
と
具
体
的
な
取
り
組
み
の
全
体
像
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
し
て
、
中
間
地
点
の
２
０
１
５

年
に
本
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
も
見
据
え

な
が
ら
、
２
０
１
４
年
ま
で
の
前
半
の
計
画
を

総
括
し
、
後
半
の
５
年
を
よ
り
実
効
性
の
高
い

計
画
と
し
て
「GD

 2015

―2020

」
を
発
展
的

に
見
直
し
た
。

　

実
は
、
本
学
が
Ｇ
Ｄ
を
描
く
に
至
っ
た
背
景

に
は
、
１
９
９
８
年
か
ら
発
表
し
て
い
た
「
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
存
在
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
年

度
初
め
に
広
く
学
内
関
係
者
の
声
を
反
映
し
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
、
年
度
末
に
達
成・

実
現

度
を
総
括
す
る
過
程
で
、
次
年
度
の
策
定
に
入

る
と
の
サ
イ
ク
ル
を
長
年
継
続
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
中
期
的
視
点
で
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

考
え
る
土
台
が
で
き
あ
が
っ
た
と
思
う
。
現
在

で
は
、
Ｇ
Ｄ
に
お
け
る
「
教
育
」「
研
究
」「
学

生
支
援
」「
国
際
」「
生
涯
教
育
」
へ
の
取
り
組

み
を
ま
と
め
た
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
８
年
度
よ

り
「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
か
ら
「
学
長
ビ
ジ
ョ
ン
」

へ
と
改
称
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
２
０
１
０
年
発
表
の
Ｇ
Ｄ
の

ず
いそう

継続性のある
中長期計画を目指して
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軸
と
な
っ
た
取
り
組
み
で
あ
る
全
学
部
横
断
的

な
オ
ナ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
グ
ロ
ー
バ
ル・

シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
）

の
開
始
（
２
０
１
０
年
）
と
、
看
護
学
部
（
２

０
１
３
年
）、
国
際
教
養
学
部
（
２
０
１
４
年
）

の
創
設
を
機
に
、
日
本
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
重
点
政
策
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
も
影
響
し
、

文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創

成
支
援
事
業
、
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
競
争
的
補
助
金
事
業
に
採
択
さ
れ
た
の
は
、

俯
瞰
し
た
視
点
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
の
成
果

と
考
え
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
学
生
参
画
の
独
自
の
取
り
組
み

が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
全
学
協
議
会
」
で
あ
る
。

全
学
協
議
会
は
開
学
し
て
間
も
な
く
設
置
さ
れ
、

大
学
全
体
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
問
題

に
つ
い
て
、
教
職
員
と
共
に
、
学
部
生
、
院
生
、

留
学
生
の
学
生
代
表
が
構
成
員
に
加
わ
り
、
教・

職・

学
の
三
位
一
体
で
協
議
を
す
る
場
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
３
５
０
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
Ｄ
だ
け
で
な
く
、
学
費
や
寮
費
改
定
、
学
生

生
活
に
お
け
る
福
利
厚
生
、
教
育
研
究
環
境
の

整
備
な
ど
、
学
生
の
視
点
に
よ
る
意
見
を
同
じ

協
議
の
場
で
忌
憚
な
く
交
換
し
、
大
学
の
方
向

性
を
決
め
て
い
く
大
事
な
機
能
を
も
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
学
生
の
意
見
に
よ
り
、
１
０
０
円

朝
食
の
実
現
、
新
宿
と
キ
ャ
ン
パ
ス
（
八
王
子

市
）
を
往
復
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
導
入
、
キ
ャ

ン
パ
ス
禁
煙
化
の
実
施
な
ど
が
大
学
運
営
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
「
学

生
第
一
」
の
姿
勢
は
、
今
後
も
続
い
て
い
く
。

　

現
在
、
学
内
で
は
２
０
２
０
年
以
降
の
創
価

大
学
像
を
描
く
た
め
の
「GD

 2021

―2030

」

の
策
定
を
進
め
、
人
間
教
育
の
世
界
的
拠
点
を

目
指
す
べ
く
、
次
な
る
峰
へ
の
構
想
を
練
り
上

げ
て
い
る
。
２
０
０
０
年
か
ら
継
続
し
て
き
た

流
れ
を
次
代
へ
継
承
し
て
い
く
と
き
、
そ
れ
が

一
時
的
な
計
画
で
は
な
く
、
流
れ
と
と
も
に
伝

統
に
基
づ
く
新
た
な
歴
史
と
な
っ
て
い
く
こ
と

を
望
ん
で
い
る
。

田代 康則●創価大学理事長
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